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令和 4年度 テーマ別（孤独・孤立の理解とアウトリーチ相談支援）研修 プログラム 

 

【オンデマンド研修】11月中旬以降～1月 20日（金）（予定） 

科 目 時間 講師 備考 

【講義１】 

研修のねらいと構成 
30 分 

同志社大学 

教授 空閑 浩人氏 

研修全体の趣旨、それぞれのオンデマン

ド講義の意味、ライブ配信へのつなぎを

行う 

【講義２】 

孤独・孤立の理解と

伴走型支援 

60 分 

認定特定非営利活動法人

抱樸 

理事長 奥田 知志氏 

 孤独・孤立の理解を深める 

 伴走型支援について学ぶ 

【講義３】 

我が国における社会

的孤立の動向、特徴 

60 分 
日本福祉大学 

教授 斉藤 雅茂氏 

 社会的孤立について国の調査結果を

交え動向や特徴を学ぶ 

【講義４】 

孤独・孤立対策の意

義と社会的処方につ

いて 

60 分 

京都大学大学院医学研究

科社会疫学分野 

教授 近藤 尚己氏  

・孤独・孤立と健康の関係、孤独・孤立

対策の必要性 

・社会的処方の考え方や実践方法、効果 

・社会的処方を推進するための方策、医

療・保健・福祉の連携 

【実践報告】 

孤独・孤立の状態に

ある人への支援 

各 20 分 

［実践報告者①］ 

東近江圏域 働き・暮ら

し応援センター”

Tekito-” 

センター長 

野々村 光子氏 

「働く」ことを通じた支援 

 「働く」を共通言語に行う孤立孤独状

態にある人への支援 

［実践報告者②］ 

NPO 法人やどかりサポー

ト鹿児島 

理事長 芝田 淳氏  

「住まい」を通じた支援 

 当事者主体の居住支援から、中高年の

孤立・孤独対策へつなげる。住まいを

見つけるだけではなく、地域とのつな

がりづくりを行う支援 

［実践報告者③］ 

社会福祉法人 菊川市社

会福祉協議会 

次長 堀川 直樹 氏 

孤立する親子（8050世帯）への支援  

 8050世帯への支援事例 

 支援における多機関連携の必要性 

 菊川市におけるセーフティネット支

援、ネットワーク会議の取り組み 
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【ライブ配信】12 月 20 日（火）13 時 00 分～17 時 00 分 開催 

時 間 科 目 講 師 

13 時 00 分～ 

  13 時 10 分 
オリエンテーション  

13 時 10 分～ 

 13 時 25 分 

【導入講義】 

研修のねらいと構成 

同志社大学 

教授 空閑 浩人 氏 

13 時 25 分～ 

  17 時 00 分 

（途中休憩含） 

【事例検討】 

孤独・孤立の状態にある人の理解、

支援における他機関との連携 

※支援の現場で出会うことの多い

事例をもとに、パターンにとらわれ

ず今までとは変わった視点で見て

みることで、孤独・孤立の状態をと

らえた学びを深める。 

・同志社大学 教授 空閑 浩人 氏 

・Optim’s-pt 代表 上原 久 氏 

・東近江圏域 働き・暮らし応援センタ

ー”Tekito-” 

センター長 野々村 光子氏 

 


